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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 22,634 33.3 1,280 374.9 1,468 222.4 881 153.1

2024年３月期中間期 16,982 △9.5 269 △32.5 455 △16.9 348 33.9

（注）包括利益 2025年３月期中間期 825百万円（△36.9％） 2024年３月期中間期 1,307百万円（263.8％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 22.97 －

2024年３月期中間期 9.09 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期中間期 63,995 33,388 52.2 867.47

2024年３月期 62,229 33,086 53.1 861.74

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 33,387百万円 2024年３月期 33,028百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2025年３月期 － 15.00

2025年３月期（予想） － 17.00 32.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 8.8 2,700 37.1 2,900 35.2 2,000 52.4 52.20

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 40,000,000株 2024年３月期 40,000,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 1,511,421株 2024年３月期 1,671,626株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 38,367,546株 2024年３月期中間期 38,296,475株

  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足資料は2024年11月13日（水）に当社ホームページに掲載いたします。

当社は、2024年12月９日（月）にアナリスト向け説明会（ライブ配信）を開催する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における世界の経済は全体として緩やかな成長を続けていますが、中国経済の不動産不況を

中心とした成長鈍化、中東をはじめとした地政学リスクの高まり、地域によっては依然としてインフレが高止まり

するなど、成長の重しとなっています。日本経済も緩やかな改善を続けていますが、物価上昇が実質購買力を抑制

し消費マインドが停滞、力強さに欠ける状況であり、政局も今後の経済動向に不透明感を与えています。

　そのような状況下、当社のアスファルトプラント関連事業の主要顧客である道路舗装会社の設備投資需要が回

復、また生コン業界ではコスト上昇分の価格転嫁が比較的進んでいることもあり各社の業績堅調で設備投資需要が

高い状況が続いており、当中間連結会計期間の連結売上高は226億34百万円（前年同期比33.3％増）となりまし

た。損益面では、売上高の増加に加え、原材料価格他のコスト上昇分の販売価格への反映も進みつつあることによ

り、連結営業利益は12億80百万円（前年同期比374.9％増）となりました。連結経常利益は14億68百万円（前年同

期比222.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は８億81百万円（前年同期比153.1％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

＜アスファルトプラント関連事業＞

　国内の製品及びメンテナンス事業の売上高は前年同期比増加、海外の売上高も前年同期比増加しました。この結

果、当事業の売上高は、前年同期比26.2％増の89億79百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高は

前年同期比増加、受注残高は前年同期比減少しました。

＜コンクリートプラント関連事業＞

　国内の製品及びメンテナンス事業の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期

比21.6％増の61億42百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高、受注残高は前年同期比増加しまし

た。

＜環境及び搬送関連事業＞

　搬送製品の売上高は前年同期比増加しました。環境製品の売上高は前年同期比減少しました。この結果、当事業

の売上高は、前年同期比1.2％減の14億33百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高は前年同期比

減少、受注残高は前年同期比増加しました。

＜破砕機関連事業＞

　破砕機製品の売上高は前年同期比増加しました。この結果、前年同期比21.9％増の13億13百万円となりました。

当中間連結会計期間における受注高、受注残高は前年同期比減少しました。

＜製造請負関連事業＞

　製造請負製品の売上高は前年同期比増加しました。この結果、前年同期比601.8％増の25億93百万円となりまし

た。当中間連結会計期間における受注高は前年同期比増加、受注残高は前年同期比減少しました。

＜その他＞

　仮設機材の売上高は前年同期比増加しました。土農工具の売上高は前年同期比減少しました。この結果、当事業

の売上高は、前年同期比13.1％増の21億71百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高、受注残高は

前年同期比減少しました。

（２）財政状態に関する説明

　当中間連結会計期間末の総資産は639億95百万円となり、前連結会計年度末と比較して17億66百万円の増加とな

りました。

　流動資産は、411億32百万円となり、前連結会計年度末と比較して98百万円増加いたしました。主な要因は、仕

掛品の14億83百万円、商品及び製品の６億96百万円、現金及び預金の２億84百万円それぞれ増加、売掛金の23億42

百万円、電子記録債権の１億43百万円減少したこと等によるものです。固定資産は、228億63百万円となり、前連

結会計年度末と比較して16億67百万円増加いたしました。主な要因は、有形固定資産の16億32百万円、ソフトウェ

ア仮勘定の69百万円それぞれ増加したこと、投資有価証券の47百万円減少したこと等によるものです。

　負債は、306億７百万円となり、前連結会計年度末と比較して14億64百万円増加いたしました。主な要因は、契

約負債の22億47百万円、長期借入金の３億68百万円それぞれ増加、未払法人税等の３億18百万円減少したこと等に

よるものです。

　純資産は、333億88百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億１百万円増加いたしました。主な要因は、

利益剰余金が３億６百万円増加、非支配株主持分が57百万円減少したこと等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の53.1％から52.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の通期の業績予想につきましては、本日（2024年11月13日）公表の「業績予想及び配当予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,551 15,835

受取手形 1,773 1,688

売掛金 8,975 6,632

電子記録債権 2,419 2,276

商品及び製品 1,631 2,328

仕掛品 8,323 9,807

原材料及び貯蔵品 1,695 1,625

為替予約 30 6

その他 633 932

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 41,033 41,132

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,175 7,991

機械装置及び運搬具（純額） 1,199 1,318

工具、器具及び備品（純額） 514 563

土地 4,204 4,562

リース資産（純額） 0 -

使用権資産（純額） 75 94

建設仮勘定 1,078 348

有形固定資産合計 13,247 14,880

無形固定資産

のれん 196 180

その他 1,011 1,025

無形固定資産合計 1,208 1,206

投資その他の資産

投資有価証券 5,248 5,201

出資金 107 107

長期貸付金 13 10

繰延税金資産 549 583

その他 951 1,004

貸倒引当金 △130 △129

投資その他の資産合計 6,740 6,776

固定資産合計 21,196 22,863

資産合計 62,229 63,995

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,256 2,976

電子記録債務 1,296 1,113

ファクタリング未払金 2,868 3,076

短期借入金 6,166 6,262

未払法人税等 965 647

未払金 700 539

前受金 17 17

契約負債 4,625 6,873

賞与引当金 610 577

役員賞与引当金 98 56

受注損失引当金 82 138

その他 1,054 435

流動負債合計 21,743 22,714

固定負債

長期借入金 4,550 4,919

繰延税金負債 170 181

役員退職慰労引当金 206 115

退職給付に係る負債 2,140 2,263

その他 330 412

固定負債合計 7,399 7,892

負債合計 29,143 30,607

純資産の部

株主資本

資本金 9,197 9,197

資本剰余金 7,787 7,804

利益剰余金 13,791 14,097

自己株式 △738 △667

株主資本合計 30,038 30,432

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,335 2,303

為替換算調整勘定 696 761

繰延ヘッジ損益 21 4

退職給付に係る調整累計額 △62 △114

その他の包括利益累計額合計 2,990 2,955

非支配株主持分 57 0

純資産合計 33,086 33,388

負債純資産合計 62,229 63,995
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 16,982 22,634

売上原価 11,923 15,957

売上総利益 5,058 6,676

販売費及び一般管理費 4,788 5,396

営業利益 269 1,280

営業外収益

受取利息 8 2

受取配当金 99 118

為替差益 97 81

その他 55 65

営業外収益合計 261 268

営業外費用

支払利息 59 47

損害賠償金 12 20

その他 3 12

営業外費用合計 75 80

経常利益 455 1,468

特別利益

投資有価証券売却益 67 13

固定資産売却益 2 1

特別利益合計 70 15

特別損失

投資有価証券売却損 - 0

その他 0 -

特別損失合計 0 0

税金等調整前中間純利益 526 1,483

法人税、住民税及び事業税 146 578

法人税等調整額 52 26

法人税等合計 199 604

中間純利益 327 879

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △21 △1

親会社株主に帰属する中間純利益 348 881

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 327 879

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 852 △32

繰延ヘッジ損益 30 △16

為替換算調整勘定 90 47

退職給付に係る調整額 7 △51

その他の包括利益合計 980 △53

中間包括利益 1,307 825

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,340 845

非支配株主に係る中間包括利益 △32 △19

（中間連結包括利益計算書）

- 6 -

日工㈱　（6306）　2025年3月期　第２四半期決算短信



（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
アスファルト

プラント
関連事業

コンクリート
プラント
関連事業

環境及び
搬送

関連事業

破砕機
関連事業

製造請負
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,114 5,049 1,450 1,078 369 15,062 1,919 16,982
セグメント間の内部
売上高
又は振替高

- - 9 - - 9 79 89

計 7,114 5,049 1,459 1,078 369 15,072 1,998 17,071

セグメント利益

又は損失（△）
29 504 332 56 △32 890 191 1,082

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 890

「その他」の区分の利益 191

全社費用（注） △812

中間連結損益計算書の営業利益 269

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日 至　2023年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仮設機材事業、土農工具事業

　　　及び水門事業等を含んでおります。

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社の企画・管理等の部門に係る費用であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
アスファルト

プラント
関連事業

コンクリート
プラント
関連事業

環境及び
搬送

関連事業

破砕機
関連事業

製造請負
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,979 6,142 1,433 1,313 2,593 20,462 2,171 22,634
セグメント間の内部
売上高
又は振替高

- - 1 - - 1 66 67

計 8,979 6,142 1,434 1,313 2,593 20,463 2,238 22,702

セグメント利益

又は損失（△）
498 748 326 96 369 2,039 226 2,266

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,039

「その他」の区分の利益 226

全社費用（注） △985

中間連結損益計算書の営業利益 1,280

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日 至　2024年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仮設機材事業、土農工具事業

　　　及び水門事業等を含んでおります。

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社の企画・管理等の部門に係る費用であります。

　３．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第３四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「破砕機関連事業」および「製造請負関連事

業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後の区分により作成したものを記載しております。
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